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【削減状況の自己評価】

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

8,610

① 本社工場

ベンチマーク指標ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

目標削減率

85

製造部保全課

1.462 1.021

台）

③CO2換算3,000t以上

（●工場等の数 3 所 ●車両台数（②該当の場合）

② 小川工場 69

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

② 小川工場 倉敷市児島小川７－２－５２

① 本社工場

③ 商品課 倉敷市児島小川７－２－５２

自動車用座席製造

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種
分類

コード

倉敷市児島小川８－３－８

県内の
主　な
工場等

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

難波プレス工業株式会社
711-8688

倉敷市児島小川８－３－８

業種名：輸送用機械器具製造業
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目標年度
原単位当たり排出量

未達達成

年度)

省エネ法に基づいた定期報告書の原単位算
出に付加価値生産額を使用しているため

・H25年度は昨年、一昨年とは違い限定生産、変則生産を行う予定も無く、レイアウト変更による生
産設備の集約、LED照明への変更（間引き）等の対策も実施した為、エネルギー原単位が改善できる
見込みであったが、新規に立ち上がった軽四車種の生産に伴い、部分的に2直生産となってしまい、
結果、前年よりエネルギー原単位が悪化した。

5

ｔCO2

25

7,498

③ 商品課

計画期間： 平成 22

工場等の名称

指標の状況

対象事業の名称

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

25

百万円 百万円

関連数値(平成 25 達成率等

26

1.075

百万円

（該当事業者のみ記入）

25（平成

年度)

△ 36.0

）年度排出量
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基準年度(平成 21 平成 25
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

その他

その他

県内で
の取組

　 無

・ISO14001の環境管理運用規定にエネルギー管理規定を設け管理標準を基に運用を行っている

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

　 無

　 無

106工場 （25年度実施分）
・101工場と106工場間のエアー配管を連結させ、コンプレッサー1台を停止
させた。
・106工場のサークルラインの1ラインを休止させた。

（今後実施予定分）
・106工場サークルラインの１ラインを廃止し反転台６セル設置

【推進体制】


